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メーカーへの参考ヒアリングの状況について 

1. はじめに 

第 2 回施設基本計画検討委員会にて示した、メーカーへの参考見積依頼の進捗状況について報告する。

まず、前回の検討会にて抽出した 14社に対し、参考見積仕様書等の送付可否について事前に調査を行った。

その結果、6社より見積可能との返事があったことから、同 6社に参考見積仕様書等の送付を行った。 

 

2. 今後のスケジュール 

本結果を踏まえたメーカーへの参考ヒアリングスケジュールは次のとおりである。今後は 1月中旬に見

積額の記載された参考見積書を回収し、第 4回施設基本計画検討委員会までに集計し報告する予定である。

なお、メーカーからの回答内容については、第 2 回施設基本計画検討委員会での検討結果を踏まえ、各社

のノウハウに関わる部分、今後の入札に影響を及ぼすと判断される情報については非公開とする予定であ

る。これについては、資料６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 メーカーへの参考ヒアリングの手順 

 

 

 

 

資料１ 

①見積条件の検討  
計画地、計画ごみ量、計画ごみ質、公害防止条件、

主要設備構成、要求する性能をはじめとする見積条件

について検討する。（実施済） 

 
 

 
②参考見積仕様書の作成  
見積条件を反映させ、メーカーに対し整備施設の仕

様を書面で示し見積金額を提示していただくための

参考見積仕様書を作成する。（実施済） 
 

 

②参考見積仕様書の作成 

⑥結果の集計 

 

①見積条件の検討 

③参考ヒアリング先の検討 ③参考ヒアリング先の検討  
参考見積仕様書を送付するメーカーについて、施設

整備実績等をもとに検討する。（実施済） 
 

④ヒアリング資料の送付  
見積を依頼するメーカーに、参考見積仕様書を送付

する。その後、約 1ヶ月の期間を経て参考見積書を回

収する。（実施済） 
 

 ⑤参考見積書等の回収  
見積を依頼したメーカーから、施設整備にかかる金

額が記入された参考見積書を回収する。また、メーカ

ーからの見積設計内容を確認するために、見積設計図

書を別途回収する。 

（来年 1月中旬を予定） 

⑥結果の集計  
メーカーより提示のあった参考見積について集計

する。 

④参考ヒアリング資料の送付 

⑤参考見積書等の回収 

資料 5 

（平成 23 年 12 月 21 日送付済） 

（平成 24 年 1 月 18 日） 

（平成 24 年 2 月上旬まで） 

⑦結果の報告 

 

⑦結果の報告  
集計結果を、第 4回検討委員会にて報告する。 

（平成 23 年 11 月 4 日） 

（平成 23 年 11 月 4 日） 

（平成 23 年 11 月 4 日） 

 

送付可否の調査 

 

参考２ 


